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1. 㛵すᆅ༊ FD㐃⤡༠㆟఍ ➨ 5ᅇ⥲఍
 本協議会の第 5 回総会が、2012 年 5 月 19 日に京都大学芝蘭会館稲盛ホールにおいて開催さ
れた。本総会では、各ワーキング・グループから 2011 年度の活動報告および 2012 年度の活動
方針、ならびに決算・予算計画について報告があり、承認が得られた。また、会員校の組織的




総 会【京都大学 芝蘭会館 稲盛ホール】13：00～
進  行：高橋 哲也（大阪府立大学）
開会挨拶：安岡 高志（立命館大学）
 議 事
 議  長：大塚 雄作（京都大学・代表幹事校代表）
(1) 次期代表幹事校・幹事校の選出について
(2) 平成 23 年度活動報告について
(3) 平成 24 年度活動方針について
(4) 平成 23 年度決算について







高橋 雄介（京都大学）   
 閉会挨拶：大塚 雄作（京都大学・代表幹事校代表）
情報交換会【同 山内ホール】17：30〜
 進  行：田口 真奈（京都大学）
－ 138 － － 139 －
 第 5 回総会の議事録を以下に記す。
【総会議事】
1.����




席校数（51 校）と併せて過半数（60 校）を超える承認が得られたので、総会が成立した。) 
・安岡高志教授（立命館大学）より、開会のあいさつがあった。
2.����











任期：4 年 本総会承認後～第 9 回総会まで



















(2)�� 23 ����������� 24 �����������
各ワーキンググループ（WG）の責任校より以下のとおり報告があった。
① FD ���� WG（��������� ��������
・溝上准教授より、平成 23 年度の活動について報告があった。また、情報支援 WG 解散に伴
う、WG 申し合わせ改正についても説明があった。
② FD ���� WG（��������� �������
・山口教授より、平成 23年度の活動及び平成 24年度活動方針案について報告があった。
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方が良いのでは。























 本協議会の会員校数は、2012 年 10 月 1 日現在で 145 校（121 法人）である。括弧内の「法人」
の表記 については、同一法人組織である大学と短期大学（部）が単一の機関として入会してい
ることを示す。昨年 2011 年 10 月 1 日時点では、138 校（117 法人）であり、会員校数は１年間
で 7 校（4 法人）の増加となる。会員校リストを表１に示す（ただし、表 1 は 2012 年 10 月 1
日現在）。
 本協議会の組織図を図 1 に示す。本協議会の組織体制は、代表幹事校 1 校、常任幹事校 5 校、
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図１ 関西地区 FD 連絡協議会の組織図
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表 2 関西地区 FD 連絡協議会の組織体制
  * は規約施行の最初の特例措置として、3年任期の幹事校。
表 3 関西地区 FD 連絡協議会の 5 つの部
*は WG の責任校。各部に、代表幹事校（京都大学）が連絡担当として加わる。
（なお、FD 情報支援部は第 5 回総会にて解散、他 WG への合併が提案され、了承を得
た。同志社大学は研究部へ、大阪府立大学は FD 連携企画部に、それぞれ配置転換が
なされた。）




日 時：平成 24 年 4 月 20 日（金）14：00～
場 所：京都大学本部棟大会議室（事務本部棟 5 階）
議 題
1. 次期代表幹事校・幹事校の選出について（任期満了による交替）
2. 規約第 10 条に基づくワーキング・グループに関する申合せについて
3. 平成 23 年度活動報告案および平成 24 年度活動方針案について
4. 平成 23 年度決算案および平成 24 年度予算案について
5. その他
（配付資料）




事 務 局 京都大学
常任幹事校（任期4年） 大阪大学 大阪市立大学 神戸大学 同志社大学 立命館大学
幹 事 校（任期4年） 大阪府立大学 関西大学*  関西学院大学 神戸常盤大学* 
龍谷大学・龍谷大学短期大学部 和歌山大学* 
監 査 役（任期2年） 大阪工業大学 近畿大学
FD 情報支援部 同志社大学* 大阪府立大学 京都大学
FD 共同実施部 大阪大学* 関西学院大学 京都大学
FD 連携企画部 立命館大学* 関西大学 神戸常盤大学 京都大学
広 報 部 大阪市立大学* 和歌山大学 京都大学
研 究 部 神戸大学* 龍谷大学・龍谷大学短期大学部













資料－16 関西地区FD連絡協議会第5回総会プログラム（案）  
資料－17 関西地区FD連絡協議会第5回総会『当日の手順』（案）
（坂本 尚志）
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Ⅲ－1. 資料 1
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Ⅲ－1. 資料 4
*( ;+
   g
 g
  g
   g
    g
g
 
   
－ 154 － － 155 －
Ⅲ－1. 資料 4
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Ⅲ－1. 資料 5
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Ⅲ－1. 資料 5
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Ⅲ－1. 資料 6
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Ⅲ－1. 資料 7
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Ⅲ－1. 資料 7
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Ⅲ－1. 資料 7
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Ⅲ－1. 資料 7
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Ⅲ－1. 資料 7
III-2．FD 活動報告会 2012 
2012年 5月 19日（土）、関西地区 FD連絡協議会第 5回総会において、会員校で組織的に取り組
まれている FDや教育改善の活動についてポスター発表の形式で情報交換をおこなう「FD活動報告
会 2012」が開催された（写真 1、資料 1）。本報告会は、一昨年度の試行を含めると 3 度目の開催




写真 1 「FD活動報告会 2012」の会場の様子



















 ポスターの原稿は、MOST を利用し、KEEP Toolkit を使ったスナップショットとしてオンライン
上で作成することが推奨された。従来と同様、ほとんどの発表校がMOSTを利用して原稿を作成し、
これ以外の発表原稿と合わせて一覧にしたものを、協議会の成果としてウェブ上で対外的に発信し
た（図 2）。下記の URL から各ポスターにアクセスできる。なお、ピアレビューのコメントについ
ては、会員校の共有財産として冊子および会員校の教職員のみがアクセスできるオンラインコミュ






図 1 ｢FD 活動報告会｣のデザイン
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を報告する。「ポスターセッションの満足度」について尋ねたが、有効回答数 45 件のうち、「5 非常
に満足している」14 件、「4 まあまあ満足している」30 件、「3 どちらともいえない」1 件、「2 あ
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関西地区 FD連絡協議会 第 5回総会











2月      ニュースレター7号発行（発表校の参加受付開始）


















2012 年度 FD 共同実施ワーキンググループの活動目的は昨年度に引き続き、以下の 2 点であ
る。
1. 「初任教員向けプログラム」（通称：カンジュニ）を実施すること。



















（1）2012 年 3 月 27 日(火) 大阪大学



















（2）2012 年 5 月 6 日（火）滋賀県立大学
「授業の基本」ワークショップ 関西 FD からの参加者：12名
滋賀県立大学で「授業の基本と授業づくり」ワークショップが開催された。講師は滋賀県立
大学教育実践支援室長の倉茂好匡先生である。研修会の構成は以下の通りである。
第 1講 10:10～12:10 授業の基本①－基本の基本－
第 2講 13:10～15:10 授業の基本②－授業展開上の罠－
第 3講 15:25～17:45 授業づくりワークショップ
（3）2012 年 5 月 25 日（�）滋賀県立大学
『授業の方�－入�� 2：数式を�う授業のために－』 関西 FD からの参加者：9名
－ 180 － － 181 －
滋賀県立大学で「授業の方法－入門編②：数式を扱う授業のために－」が開催された。講師
は滋賀県立大学教育実践支援室長の倉茂好匡先生であり、開催時間は 18:30～20:20であった。
（4）2012年 6月 22 日（�）滋賀県立大学




（5）2012年 7月 27 日（�）滋賀県立大学
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ならびに「個人情報保護」に関して尾山理事（大阪大学）の研修が行われた。第二部では 3つ




































































y 関西 FDの HPから：1名
y FD業務を担当する教職員から：19名
y その他の教職員から：1名
y 関西 FDからの Eメールによる案内で：7名



























































































・神戸常盤大学（松田光信） ＊関西 FD パイロット校
・京都大学（松下佳代、田川千尋、坂本尚志）・・・事務局
◆FD 連携企画 WG 
 上記の FD 連携企画部、および以下の 3 校を含む計 7 校
 ・藍野大学医療保健学部理学療法学科（平山朋子） ＊関西 FD パイロット校









FD 連携企画 WG には、ニーズの高いテーマに関連して自校の FD に取り組む会員校を「関西
FD パイロット校」として支援するという特色がある。2012 年 12 月現在、神戸常盤大学、藍野
大学、大阪府立大学の 3 校が関西 FD パイロット校となっている。
（b）活動計画







－ 186 － － 187 －
2-1. άືᡂᯝࡢฟ∧























第 1 章 思考し表現する力を育む学士課程カリキュラムの構築
―Writing Across the Curriculum を目指して―       ……井下千以子（桜美林大学）
II レポート・論文の作成指導
第 2 章 「十字モデル」で協同的に論文を組み立てる     ……牧野由香里（関西大学）
コラム１「十字モデル」を使った試み―卒業論文（卒業設計）演習科目のプレゼミとして―
……齊尾恭子・橋寺知子（関西大学）
第 3 章 「モジュール」に基づいたレポート作成技法   ……小田中章浩（大阪市立大学）
III 初年次教育
第 4 章 初年次アカデミック・リテラシー科目「日本語の技法」……薄井道正（立命館大学）
第 5 章 自己省察としての文章表現
―「日本語リテラシー」の教育実践を事例として― ……谷美奈（京都精華大学）
IV 学士課程を��たライティング指導
第 6 章 専門教育・卒業論文につなげる初年次教育
―ピア・サポートの取り組み―        ……土井健司・小田秀邦（関西学院大学）
第 7 章 読書感想文から臨床実習報告書までのライティング指導
                ……髙橋泰子（大阪河﨑リハビリテーション大学）
－ 186 － － 187 －
V 卒論・ゼミ指導
第 8 章 自分のテーマを 2 年間かけて卒論に仕上げる
―学びのコミュニティづくりとグループ学習の技法―    ……北野 収（獨協大学）
VI 理系の文章指導
第 9 章 論文作成のための科学的和文作文法指導     ……倉茂好匡（滋賀県立大学）
コラム２ 大講義で書くことを通じて学ばせる     ……矢野浩二朗（大阪工業大学）
第 10 章 工学系のためのライティング指導―導入教育から実験レポートまで―
       ……池田勝彦（関西大学）
VII コピペ問題とコピペ対策
第 11 章 コピペ問題の本質               ……杉光一成（金沢工業大学）
第 12 章 コピペ対策の実践 ―コピペ検索システム―     ……花川典子（阪南大学）
�わりに                         ……安岡高志（立命館大学）
資料�
資料 1 「論文の書き方」本から見るライティング指導の位置  ……坂本尚志（京都大学）






る Writing Across the Curriculum という考え方である。初年次教育でのレポートの書き方から 4
年生の卒業論文までの多様なライティング指導が、知識変換型―知識叙述型、一般教育―専門
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III「初年次教育」では、現在、ライティング指導が最も熱心に行われている初年次教育での












IV「学士課程を通じたライティング指導」は、文字どおり Writing Across the Curriculum に関
する 2 つの章からなる。土井健司氏・小田秀邦氏（関西学院大学）による第 6 章「専門教育・





















































 資料 1 に示されているように、「論文の書き方」本はこれまで数多く出版されているが、大
学教員のための「ライティング指導」本は、初年次教育関係の本以外はあまりなく、本書のよ
うに学士課程教育全体をカバーし、多様な学問分野にまたがる本は存在していない。





（松下 佳代、坂本 尚志、田川 千尋）







   大久保敦（大阪市立大学：責任校）
   伊東千尋（和歌山大学）
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った。今回新たに作成したメーリングリスト（ml_members@kansai-fd.org）は、会員校の教職員であ
れば、本協議会ウェブサイトから登録することができる。
 表 1に示すように、本サイトは月平均 2,232件（2012年 4月〜11月。ユニークアクセス数では 432
件／月）のアクセスがあった。このほか、幹事校や各ワーキンググループおよび研究サブグループ
における連絡用、全会員校向けの案内用のメーリングリストを適宜作成、更新、管理した。
図 1 関西地区 FD連絡協議会ニュースレター 第 8号
図 2 関西地区 FD連絡協議会 ウェブサイト
－ 192 － － 193 －
表1 ウェブサイトのアクセス数（4〜11月）
月 トータルアクセス数 ユニークアクセス数
4 3,153 495 
5 2,870 551 
6 3,376 591 
7 2,265 465 
8 1,485 345 
9 1,623 339 
10 1,405 320 
11 1,681 352 
平均 2,232 432 
2-3. �FD����������
2012 年 5 月の総会で開催した「FD 活動報告会 2012」（III−2 参照）に関する広報業務をおこなっ
た。「FD 活動報告会 2012」報告書として、発表校のポスター原稿と会員校間ピアレビューを冊子化
し、ニュースレター8 号とともに会員校に 5 部ずつ配布した。なお、本報告書は、ピアレビューに
おける会員校教職員間のコメントのやり取りを含むため、慎重を期して会員校の教職員のみ閲覧可
能としている。また、FD 共同実施 WG の「初任教員向けプログラム（カンジュニ）」の発表を含
む、17 校 21 件の発表原稿一覧を、本協議会ウェブサイト上で一般公開した。
2-4. MOST���の������
2012 年度総会において予定されている「FD 活動報告会 2013」におけるポスターセッションの発
表原稿の作成と会員校間での蓄積、共有をおこなうため、京都大学で構築したオンライン FD 支援
システム「MOST」（https://most-keep.jp）内で原稿を作成することが推奨されている。MOST 利用の
ための講習会開催を 2013 年 3 月に予定しており、これを過年度同様、本 WG と共催で実施する（本
稿作成時点で未実施）。
3����の������
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III−6㸬◊✲࣮࣡࢟ࣥࢢࢢ࣮ࣝࣉ
 研究ワーキンググループ（WG）は、2011 年度、関西地区 FD 連絡協議会第 4 回総会（5 月
21 日）において承認された今年度の活動方針に基づいて、主として二つの研究サブグループ
（SG）を中心に活動を行った。その二つの研究 SG は、「FD メディア研究 SG」（主査校：大阪




の活動等については、関西地区 FD 連絡協議会の各 WG の活動に関するホームページ
（http://www.kansai-fd.org/wg/）に掲載されている。
 以下では、本年度の各 SG の活動内容の概要を報告する。
1. FD࣓ࢹ࢕࢔◊✲ SG
FD メディア研究 SG は、出欠確認研究 SG から名称を改めて 3 年目を迎えた。2012 年度も、
4 回の研究会（第 3 回は 12 月 14 日、第 4 回は 2 月 22 日の予定）を開催する。ここでは第 1 回
目と 2 回目の研究会、Saai-MAS の下でのモバイル端末を利用した授業評価アンケート、出欠確
認見学会などの概要を紹介する。
1-1. 第 1���� ��� 17����
（a）開催概要
・日 時：2012 年 6 月 15 日（金） 16 時 30 分～18 時 30 分
・場 所：大阪成蹊大学 相川キャンパス 中央館 5 階 537 教室









1.2 3 つのポリシーの背景 中央教育審議会の答申より











1-2. 第 2���� ��� 18����
（a）開���
・日 時：2012 年 9 月 7 日（金）16:30～18:30 
・場 所：大阪成蹊大学 相川キャンパス 中央館１階特別会議室














前期 2 回、後期 2 回の「携帯電話での授業アンケート、出欠確認」見学会を行った。
1. 前期 6 月 11 日（月）12 時 50 分～14 時 30 分
 場所：大阪成蹊大学相川キャンパス 301 教室および福永研究室
 参加：6 校、8 名
 予定では 1 時間であった見学会を 1 時間延長して、福永研究室でさらに詳細な説明をした。
2. 前期 6 月 15 日（金）15 時 30 分～16 時 30 分
場所：大阪成蹊大学相川キャンパス 537 教室
 参加：10 校、1 企業、15 名
3. 後期 11 月 14 日（水）12 時 50 分～14 時 40 分
 場所：大阪成蹊大学相川キャンパス 549 教室および福永研究室
 参加：2 校、1 企業、4 名
 予定では 1 時間であった見学会を 50 分延長して、福永研究室でさらに詳細な説明をした。
4. 後期 11 月 20 日（火）11 時 50 分～12 時 50 分
場所：大阪成蹊大学相川キャンパス 525 教室
－ 194 － － 195 －
 参加：1 大学、1 高校、3 名






ン研究 SG の協力を得て実施した FD 実態調査について、関西 FD 総会において報告した概要を
報告する。
FD が 2008 年度にすべての高等教育機関において義務化されてから 4 年が経過した。関西地
域では、この FD の義務化を機に、「関西地区 FD 連絡協議会」を設立し、各大学で蓄積され







京都大学高等教育研究開発推進センターでは、関西地区 FD 連絡協議会の設立に向けて、FD 
義務化前年の 2007 年 6～7 月に、関西地区の大学・短大等を対象として、FD に関する実態お
よびニーズ調査を行っている。そして、今回 2012 年 2～3 月に、同じく関西地区の大学・短大
等を対象として、FD デザイン研究 SG の協力を得て、FD に関する実態調査を実施し、5 月 7
日時点で回収した 348 件の回答を基に予備的な分析を行い、5 月 19 日に開催された第 5 回総会
において、報告を行った。
今回 2012 年に実施した「FD に関する実態調査」は、（a）FD の義務化以降、各大学におい
て FD 活動はどのように展開され、これまでにどのような成果が得られてきているのか、各大
学のこれまでの FD 関連活動の実施状況や課題に関して情報の共有を行うこと、（b）各大学









般に関する自由記述、関西地区 FD 連絡協議会に関する自由記述（要望を含む））という 5 つ
のパートから構成された。
また、今回の調査票は、回収率の向上のため、郵送調査・オンライン調査・電子メールでの
－ 196 － － 197 －
返信という 3 つの方法で実施された。回答者は、教員・職員に関わらず、全学もしくは部局の
FD に関わる組織や担当部署の方で、教員 277 名、職員 68 名、身分不明 3 名の合計 348 件の有
効回答を得た。このうち関西地区 FD 連絡協議会会員大学からの回答は、全体の 83.2%であっ
た。
まず、パート（II）より、教育の現状・課題・目標について、学生に関わる問題、教員側の
問題、そしてリソースに関わる問題などについて 13 項目について 1～4 点の 4 件法で評定して
もらった。教員・職員ごとにこれらの得点の平均値の比較を行ったところ、すべての項目にお
いて統計的有意差は見られなかった。このことは、教育の課題や目標について感じるところは
教職員で十分に共有されており、FD と並んで Staff Development（SD）の重要性も示唆する結
果と言えよう。
次に、同じくパート（II）では、これまでに FD として実施してきたことについて 21 項目に









であるのかについて 20 項目に 1～4 点の 4 件法で回答してもらったところ、左段下のグラフの
通り、研修の内容、教員の意識の持ち方や協力的な姿勢、授業公開などが変化や推進に寄与し
てきたということが分かる。
－ 196 － － 197 －
パート（IV）では、今後大学で実施する FD 活動についてどういったものについて支援を必
要としているかという点について 27 項目に 1～4 点の 4 件法で尋ねた。この結果も、先と同様
に 2007 年時点のニーズ調査の結果と比較したところ、全体的な傾向として、FD 活動の支援の
必要性は低減傾向にあることが分かった。しかし、これは F 活動が下火になってきたことを示
すわけではなく、FD 義務化以降の 5 年間を経て、各大学において、FD 活動への取り組みは決
して特殊なものではなく、日常的な取り組みとして認識され始めてきた結果ではないかと考え
られる。
パート（V）の自由記述欄では、今後の FD 活動一般、そして関西地区 FD 連絡協議会の活動
方針を考えるために非常に有用なコメントが得られた。今回、目に留まったコメントを以下に
2 つ示しておく。
『義務の FD から日常の FD へ。授業や学生との関わりが楽しくなれば、教員も学生も大学生
活が充実してくる。FD はそのための活動であるという動きを作っていきたい。』







していきたい。最後に、関西地区 FD 連絡協議会第 5 回総会において報告を行った際の資料は、
ウェブ上から PDF 版をダウンロードすることができる。
（http://www.kansai-fd.org/activities/meeting/20120519.html）
                         （飯吉 透、大塚 雄作、高橋 雄介）




















滋賀県立大学主催 関西地区 FD 連絡協議会 FD 共同実施 WG 共催
「授業の方法－入門編 3：視聴覚教材を用いる授業のために－」
講師：滋賀県立大学教育実践支援室長 倉茂好匡
於：滋賀県立大学 A 2 棟 201 教室
6.23
【協賛】
関西大学教育開発支援センター主催 関西地区 FD連絡協議会協賛 
第 7回 FDフォーラム「大学教育の質的向上を目指して－TA ・SA制度の有効活
用－」
講師：日本大学文理学部教育学科教授 北野秋男
於：関西大学千里山キャンパス第 2学舎 2号館  3階  C303 教室
7.27
【共催】











  報告 1：「学校教育の経験は仕事にどのように影響を及ぼしているか」
  報告者：溝上 慎一（京都大学高等教育研究開発推進センター 准教授）
  報告 2：「『企業での活躍と大学時代の経験』の関係をさぐる」
  報告者：中原 淳（東京大学大学総合教育研究センター）
シンポジウム
「グローバルキャリアの時代に大学教育は何ができるか？」
  ファシリテーター：中原 淳（東京大学大学総合教育研究センター）
－ 198 － － 199 －
  事例報告 1：「生物学自主研究－『研究』を通して学部学生が能動的な社会
的力をつける試み－」
      福田 公子（首都大学東京理工学研究科）
  事例報告 2：「学生の国際競争力を高めるための教育・学習」
      勝又 美智雄（国際教養大学）
  事例報告 3：「グローバル戦略に呼応した人材開発のあり方」






  吉見 俊哉（東京大学大学総合教育研究センター）
  大塚 雄作（京京都大学高等教育研究開発推進センター センター長）















於：関西学院大学西宮上ケ原キャンパス G 号館 326 教室  
9.26
【共催】




  川嶋 太津夫  神戸大学大学教育推進部 教授




  「ICT を用いた模擬授業」








－ 200 － － 201 －
 エリック・マズール（ハーバード大学）





“The Psychology Class Using Peer Instruction at Kyoto University: An 
Active-Learning in the Large Classroom” 
   溝上 慎一（京都大学高等教育研究開発推進センター 准教授）
 「アクティブで深い学びのための仕組み」
“Pedagogy for Active and Deep Learning” 
   松下 佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）
 「教育イノベーションの育成と普及」
“Fostering and Diffusing Educational Innovation” 








関西大学教育開発支援センター主催 関西地区 FD 連絡協議会協賛 
第 8 回 FD フォーラム
 『コミュニケーション再考－分かりやすい「伝え方」』
  大島 武（東京工芸大学芸術学部 教授）
於：関西大学千里山キャンパス第 2 学舎 2 号館 4 階 C401 教室
12.22
【協賛】
龍谷大学大学教育開発センター主催 関西地区 FD 連絡協議会協賛 
第 8 回龍谷大学 FD フォーラム 2012 
第 1 部 基調講演
 「大学院改革の課題」
  金子 元久 氏 筑波大学大学研究センター教授、高等教育学会会長
第 2 部 事例報告
事例報告 1 
「龍谷大学大学院政策学研究科における高度専門職業人養成の取り組み」
 石田 徹 龍谷大学大学院政策学研究科長
事例報告 2 
「神戸大学大学院経済学研究科における学部大学院一貫教育の試み」
藤田 誠一 氏 神戸大学大学院経済学研究科教授
事例報告 3 
「同志社大学大学院グローバル・スタディーズ研究科の取り組み」
内藤 正典 氏 (神戸大学大学院経済学研究科教授) 
第 3 部 パネルディスカッション
金子 元久   筑波大学大学研究センター教授、高等教育学会会長
藤田 誠一   神戸大学大学院経済学研究科教授
内藤 正典   同志社大学大学院グローバルスタディーズ研究科長
－ 200 － － 201 －
石田 徹    龍谷大学大学院政策学研究科長) 
コーディネーター
清水 耕介 (龍谷大学国際文化学部教授) 
総合司会
















 “Designing for Innovation: Teaching, Learning and the Culture of the University” 
Randy Bass 
(Associate Provost / Executive Director, Center for New Designs in Learning & 
Scholarship, Georgetown University) 
問題提起
 「日本の大学教育の課題と可能性－米国との比較という観点から－」
   飯吉 透（京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）
【第二部】
趣旨説明  松下 佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）
基調講演 2 
 “Terms of Engagement:  
Understanding and Promoting Student Engagement in Today’s College Classroom” 
Elizabeth Barkley 




   田口 真奈（京都大学高等教育研究開発推進センター 准教授）
報告 2 
 「大学教育実践の可視化・共有化による FD ネットワーク形成」




   松下 佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）
報告 4 
 「学生の学びと成長データの理論的総括」
－ 202 － － 203 －
   溝上 慎一（京都大学高等教育研究開発推進センター 准教授）
ディスカッション




神戸大学主催 関西地区 FD 連絡協議会協賛 
平成 24 年度 神戸大学国際文化学研究科 FD 講演会
「ゼミ指導、うまくいっていますか？」 




京都大学高等教育研究開発推進センター主催 関西地区 FD 連絡協議会共催
MOST 講習会








 開会の挨拶：松本紘 (京都大学総長) 
 シンポジウム：「『学び』を改めて問う―主体的な学びとは何なのか―」
  報告者
   渡部信一（東北大学大学院教育情報学研究部教授／研究部長）
美馬のゆり（公立はこだて未来大学情報科学部教授）
   田中智志（東京大学大学院教育学研究科教授）
   藤田英典（共栄大学教育学部教授／学部長）
   松坂浩史（文部科学省高等教育局大学振興課
大学改革推進室長）
   司会：松下 佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）
その他、個人研究発表、小講演、参加者企画セッション
於：京都大学 百周年時計台記念館・吉田南 1 号館・吉田南総合館
（吉田 裕子）
－ 202 － － 203 －
－ 205 －
